
















序  言 
 
 本論は、エドムント・フッサールの現象学的心理学が 1925 年から 1928 年へかけ
てどのように深化していくのかを解明しようとするものである。第 1 節において、
現象学的心理学の方法としての形相的ヴァリエーションをめぐる歩みを考察する。
第 2 節において、1925 年夏学期講義「現象学的心理学」の形相的ヴァリエーション









 フッサール全集第 41 巻の編者ディルク・フォンファラによれば、フッサールは、
1902 年 5 月 11 日付けのシュトゥンプフ宛の書簡において、低次のスペチエスと類
の区別が「非常に本質的な区別」であるように思われるにもかかわらず、自己が「低
次のスペチエスと類を区別しなかった」と自己批判的に述べている。さらに、フッ









































































































































































ンにおける形相の把握の仕方は、「押し被せ的一致における通覧[das Durchlaufen in 













































































































握するという誤りにフッサールが気づくのは、この 1925 年夏学期講義からわずか 2











































































 第 3 節で見たような 1927 年夏学期におけるフッサールによる形相の意義の把握に
よって、その後のフッサールの現象学的心理学の展開に何らかの変化は見られるの






































































結  語 
 
 本論は、第 1 に、現象学的心理学の方法としての形相的ヴァリエーションをめぐ
る歩みをさまざまな観点から考察した（第 1 節）。第 2 に、1925 年夏学期講義「現
象学的心理学」の形相的ヴァリエーションにおける形相の意義のフッサールによる
把握が誤りであることを指摘した（第 2 節）。第 3 に、フッサールは、1927 年には
形相的ヴァリエーションにおける形相の真の意義をアリストテレス的な意味におい









る、ということを明らかにした（第 4 節）。 
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